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平成１８年４月 定例教育委員会 会議録 

 

平成１８年度塩尻市教育委員会４月定例会が、平成１８年４月２７日、午後３時、

塩尻総合文化センターに招集された。 

 

会 議 日 程 

１ 開 会 

２ 前回会議録の承認 

３ 教育長報告 

  報告第１号  ５月の行事予定等について 

  報告第２号  後援・共催について 

４ 議事 

  議事第１号  塩尻市教育委員会事業部目標（案）について 

  議事第２号  塩尻市教育委員会基本方針（案）について 

５ その他 

  その他第１号  平成１８年度「こんにちは教育委員会」について 

６ 閉 会 

 

○ 出席委員 

委員長 百 瀬 哲 夫 委員長職務代理者 百 瀬 道 能 

委員 丸 山 典 子 委員 岡 本 た ま 

教育長 藤 村  徹   

 

○ 説明のため出席した者  

こども教育部長 赤 羽  修 こども教育部次長 丸 山  保 

こども課長 中 島  誠 家庭教育室長 樋 口 千 代 子 

生涯学習部長 武 居 和 雄 生涯学習部次長 神 戸  保 

社会教育課長 白 木  進 平出博物館長 小 林 康 男 

短歌館館長 小 澤  潔 スポーツ振興課長 竹 原 次 男 

男女共同参画課長 山 田 昭 文 人権推進室長 青 木 弘 貴 

○ 事務局出席者 

教育企画担当課長 小 島 賢 司 学校支援係長 羽 多 野 紀 子 

 

○ 開会前事務連絡 

(1) ４月１日付転入職員自己紹介 

(2) 文化振興事業団職員は、指定管理者となったため今後出席しない旨連絡 
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１  開 会 

百瀬教育委員長 

それでは４月定例教育委員会をただいまから始めたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

今日は、時間が十分取れるか分かりませんので、議事進行にご協力をお願いいた

します。 

 

２ 前回会議録の署名 

百瀬委員長 

それでは、次第に従いまして２番、前回会議録の承認からお願いします。 

小島担当課長 

  前回の４月６日の臨時会、それから３月定例会の会議録について、後ほど署名を

お願いするものです。 

百瀬委員長 

いつものようにこの会終了後に署名をということですがよろしゅうございますか。 

委 員 

異議なし。 

百瀬委員長 

はい。それではそのようにお願いします。 

 

３  教育長報告 

百瀬委員長 

それでは、３番、教育長報告に入ります。教育長から総括的にお願いします。 

藤村教育長 

本年度初めての定例教育委員会ということでありますので、若干お話しさせてい

ただきたいと思います。 

このところ、大変悲惨な事件が立て続けに起こっています。一つは、中津川市の

男子高校生が交際していた中学１年生の女子生徒を殺害した事件で、空き店舗とな

っているパチンコ店で発生しています。報道の翌日、市内の小中学校に安全点検に

よって、空き店舗、空き家や子ども達が危険にさらされる施設を安全マップに取り

上げるよう指示しました。また、先日は高校２年生の男子が授業中に音楽をイヤホ

ーンで聞いていて注意され、むしゃくしゃした気持ちをはらすために写真店の店主

を殴ったり刃物で刺したりして死亡させた事件があり、相手は誰でもよかったとの

ことです。栃木県では、中学３年生の女子生徒二人が担任の先生に注意されること

が多く、優しくしてもらいたい気持ちから給食の中に抗うつ剤を粉末にして入れて

います。 

こういうことを立て続けに見せつけられますと、本当に異常な世の中に移行して

いるのではないかと不安感を感じます。なぜ起こるかの背景もしっかり考えていか
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なければならないと思います。背景は、軽々にこれだとはいえずいろいろな要因が

あろうかと思いますが、ある精神科医によりますと心の未発達が一番奥にあるとい

われています。特に今の子ども達は、核家族化したり幼いころからテレビやゲーム

に浸って育ってきており、そのような子どもは考え方が自己中心的であり、現実と

仮想現実との区別がつかないとよく言われます。テレビ、ゲーム漬けで親とのかか

わりも少ない中では、本当に心が育ってこないことも確かなことだと思います。 

今の生活は、授業の中でもそうですが、デジタル化、ＩＴ化され、確かにＩＴ機

器は使い方によっては効果的、効率的ですが、反面、マイナス面もあるかと思いま

す。機械と向き合う中では、心や感性がどうしても育ってこないのではないかと思

います。 

この間も丸山次長から話しがありましたが、学校でもＩＴ教育とは言わずに、Ｉ

とＴの間にＣを入れて、ＩＣＴ機器、ＩＴＣ教育と言われるようになって来ていま

す。Ｃは、コミュニケーションでコンピューターを使っても必ずその間に会話、コ

ミュニケーションしっかりするような活動を入れ、心を育てながら効率的なＩＴ機

器を活用していく方向が学校教育の中で現実にあります。 

そのような配慮がされてきていますが、子ども達が心を育てていく一番大事な点

は、先日も三國シェフの講演にあったように、味覚によって感性を育て、心を育て

る、感性を育てることで思いやりの心が育つとありました。子ども達の心を育てる

方法は、いろいろあると思いますが、私はなんと言っても読書が一番大事だと感じ

ています。今はどの学校でも朝読書をしていますし、市では４か月健診にブックス

タートとして絵本を与えていますが、もう少し日常的にしっかりできる方法にして

いかなければならないと思います。 

そのようなことで、国が進めている「早寝早起き朝ごはん」に「読書」を加えて、

運動を具体的に進められたらと思っています。感性を高める方法は、いろいろあり

ますがもう少し読書に視点をあてればよいと思います。塩尻の子ども達が先ほど上

げた事件のようにならないために、そんなことを強く思いました。 

細かな点は、課長さん方から報告します。以上です。 

百瀬委員長 

はい、ありがとうございました。 

○報告第１号 ４月の行事予定について 

百瀬委員長 

それでは、報告第１号、５月の行事予定について、こども教育部からお願いしま

す。 

丸山次長 

（資料に基づき説明） 

・ ８日、市Ｐ連総会には、全員の参加と懇親会出席をお願いする。 

・ １０日、校長、教頭歓送迎会へ出席をお願いする。 

・次回の教育委員会は、小島課長からお願いする。 
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小島担当課長 

  次回、来月の定例会は、２４日、２９、３１日の中で午後１時半からの開催とし

てご検討をお願いします。 

百瀬委員長 

それでは、生涯学習部の関係を聞いてから調整します。 

神戸次長 

（資料に基づき説明） 

・ ９日に、文化財保護審議会が開催される。 

・ １２日には、レザンの役員会 

・ ２３日に、博物館協議会 

・ ２５日に、短歌館協議会があるが、日曜日の行事も予定されているのでご出

席をお願いする。 

百瀬委員長 

ありがとうございました。 

２８日の平出遺跡のオープンイベントは、教育委員全員ですか。 

小林館長 

  予定表に記入してありませんが、全員の方にご案内しております。委員長さんに

は、セレモニーで縄文の火の点火を考えておりますので、それにご参加いただけれ

ばと思います。 

百瀬委員長 

質疑等がございましたらお願いします。 

百瀬職務代理 

１４日のロードレースは、委員の出席はいいわけですね。 

神戸次長 

去年から出席しないようにしています。 

百瀬委員長 

１４日は、実はプライベートで結婚式が入っています。遠くで、朝だけの出席も

できないと思います。 

神戸次長 

今日、文書を差し上げる予定ですが、ご都合で対処してまいりたいと思います。 

百瀬委員長 

他はよろしいですか。 

それでは、次回の定例教育委員会を２４日、２９、３１日の中でいかがかという

ことですが、ご都合はどうですか。 

（日程調整） 

５月３０日、火曜日の時間が午前１０時ですが、委員の皆さんはいかがですか。 

委 員 

異議なし。 
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百瀬委員長 

はい、ありがとうございました。それでは次に移ります。 

○報告第２号 共催後援について 

百瀬委員長 

報告第２号共催後援関係、こども教育部からお願いいたします。 

丸山次長 

（資料に基づき説明） 

・ ５件の後援で、４号の小学校の英語活動は、この会が賛成の立場ということ

であり後援するもの。 

・ ５号は、義務教育の道徳教育を進める財団法人の研究所が全国７０か所で研

修会を開催するもの。 

百瀬委員長 

生涯学習部、お願いいたします。 

白木課長 

（資料に基づき説明） 

・ ３件の後援で、４号、５号は松本市で開催される。 

百瀬委員長 

スポーツ振興課お願いいたします。 

竹原課長 

（資料に基づき説明） 

・ ３件が後援、１件の共催をお願いする。 

・ 共催は、毎年行っているもの。 

百瀬委員長 

はい。質疑等ございましたらお願いします。よろしいですか。（なし） 

それでは、報告第２号については、承りました。 

以上で教育長報告については終わります。 

 

４ 議 事 

○議事第１号 塩尻市教育委員会事業部目標（案）について 

百瀬委員長 

４番議事に入ります。議事第１号、塩尻市教育委員会事業部目標案について、事

務局から説明をお願いします。こども教育部からお願いします。 

丸山次長 

（資料に基づき説明） 

・ こども教育部のミッションとして教育総務課関係、こども課関係、家庭教育

室関係の３点を掲げている。 

・ 職員比率は、３３．６％と非常に大きな組織となっている。 

・ 特色ある教育としては、幼保小の連携活動を広丘小学校へ拡大すること、保
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護者教育は保護者の不安を解消するもの、中学校へつながる英語として小学

校英語活動サポート事業の実施、中１ギャップ解消のため小中学校の連携活

動を推進、３０人規模は昨年拡大したもの。 

・ 食教育は、９月に講演会を、地産地消を併せ進める。 

・ 昨年３月に学校で取得したＩＳＯを推進する。 

・ ＩＴ教育は、インターネットテクノロジーからＩがインフォメーションに、

教育長からあったＣを加えた情報とコミュニケーション教育として、効果的

な教科書と連動したソフトを使い推進する。 

・ 教育施設の整備は、大きな事業を掲載しており、吉田ひまわり保育園は先日

起工式を行い、大門児童館は設計に入る。 

・ 学校統合は、来年４月へ向け地区内でも準備が進んでいる。 

百瀬委員長 

それでは質疑等ございましたらお願いいたします。 

私が気が付いたところからお願いします。これは、市長部局の様式で各部からあ

げられ、例年広報に出ているものですか。 

丸山次長 

部長が事業を総括する内容で広報に掲載されます。 

藤村教育長 

掲載される内容は、これほど細かくは出ません。 

丸山次長 

これを要約する形になります。 

百瀬委員長 

ミッションに「子どものために」とか「親となる人たちのために」とあり、「ため

に」が気になります。社会全般にかかわるもので、「のために」と言う言い方は、あ

まりしない方がいいのではないですか。 

丸山次長 

これは、指定された表現で、なんのためになになにを推進すると表現が制約され

ています。 

百瀬委員長 

生涯学習部の方は、そのようになっていないですね。 

神戸次長 

生涯学習部もはじめは「市民のために」としていました。様式は、そのようにな

っていますが、当然のことでありあえて取ることにしました。 

百瀬委員長 

私もその方がよいと思います。みな市民のためにやっていることですからね。 

藤村教育長 

ためにの前は、たとえば「生きる力の育成のために」となると思います。 

百瀬委員長 



7 ／ 25 

私も「子ども達の生きる力の育成や」と考えていました。２番は、「家庭やこれか

ら親となる人が」と主語にして「社会の実現を目指す」のようにした方が文章とし

てはよいと思います。 

丸山次長 

内容については、ヒアリングが済んでおり、このまま外に出るものではないので

お願いします。 

百瀬委員長 

そのような方法で理解し合ったとして、来年もこのようなものがあればそのよう

にお願いします。企画課の方へそのような声を届けておいてください。 

それから、塩尻辰野町中学校組合関係は、組合教育委員会がありますのでそちら

から意見があるのではないかと思います。事務局は同一ですので、その点では分か

りますがどうでしょうか。 

丸山次長 

一般会計にも負担金として出ておりますし、これまでも自治体は違いますが教育

委員会の事業内容としております。支障があれば落とすようにします。 

百瀬委員長 

事務局で問題なければ、このままでよいと思います。 

ほかの皆さんからはいかがですか。 

さきほど教育長から話しのあった「早寝、早起き、朝ご飯と読書」は、この中で

はどこに入りますか。子育て支援でしょうか。後の方の家庭教育室には、具体的な

記述が出ていますが、今年の重点的な取り組みとしてとらえたいと思いますし、そ

うするとここへ欲しいと思います。 

丸山委員 

３の元気っ子応援事業で取り扱います。 

百瀬委員長 

「早寝、早起き、朝ご飯、読書」と少しごろが悪いですが、良い言葉をさがして

入れていただければと思います。 

藤村教育長 

チラシの中には、読書、体操とか散歩と並んで入っています。 

百瀬委員長 

文科省のホームページで見ましたが、全国で２４地域の「生活リズム向上地域指

定」がされ、それにはいろいろなガイドが示されています。 

百瀬職務代理 

読書は、ぜひ入れていただきたいですね。 

百瀬委員長 

文言を工夫して３に入れてください。 

他にありますか。 

丸山委員 
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ここに掲載された内容は分かりますが、これまで提案してきた内容がここになけ

れば今年度は無理ということでしょうか。 

たとえばキッズシェフ事業として子ども達が自らやることは歓迎しますが、親を

教育することを含めて考えれば小学校の子ども達が自分で弁当をつくって持ってく

るということは、情操教育につながります。校長先生全員にはお願いできませんが、

やってくださる先生がいればお願いできないでしょうか、また、竹下先生のお話を

聞くこともできるのではないでしょうか。 

中１ギャップについても、自分の子どもを見ていますと英語では、２年生にあが

るときにすでに大きなギャップができていました。１年間で差が付いてしまう現状

を考えたときに、現在のやり方でよいのか疑問に思います。習熟度別のクラスの平

均点は、たまたま８０、４０、２０点でしたが、２０点しか取れないクラスの子ど

も達が高校へ行ってどんな勉強をするのかと親の中で話しが出たことがあり、各学

校の現状を英語の先生方がどのように把握しているのかと思いました。以前の研修

では、習熟度別よりも小グループの学習が効果的だとの話しも聴き、そのような事

を検討していくことは必要ではないでしょうか。このままで良いのかと何人かの親

が真剣に悩んでいました。塾で補っている現状を考えたときに、塾にいけない子ど

ももいますので、塩尻市の学校教育は中学３年になったらそこそこの点数が取れる

ようにしていくことも一つの大きな目標ではないかと思います。 

それから不登校の問題で中間教室もありますが、相談員をベテランの先生だけで

なく子ども達に近い年齢の若い人はどうかと前にも申し上げてあります。 

そのような事が記載されていないので、今年度もだめなのかなと思いました。 

藤村教育長 

不登校の相談員は、信大の学生をメンタルフレンドとして活用しています。ただ

それがどの程度の効果があるかを考えています。高ボッチ教室で相談相手としてお

兄さんお姉さんとしてふれあっています。担当や担任が熱心な場合には、高ボッチ

教室も活用されふれあいの機会も増え効果が出てよい傾向になってきていますが、

なかなか教室に来られない子どもも多く学校との連携を取っていく努力をしていま

す。そのように回転していくことがよいと思いますが、教室のスペースも限られて

いることも課題です。 

丸山委員 

先生との不適応な子どもは、担任との入口でだめになってしまい、その時にどう

するかが課題です。入学したときにいつ不登校になってもおかしくない状況が誰に

もあります。困ってから親に説明をするのではなく、入学したときとか頻繁に良い

施設がありサポートしていることを教えていかなければいけないと思います。 

不登校の子どもも高校へは行きますが、高校でも続かない場合が多いので何とか

してあげたいと思います。先生ではなく共感できる立場の人が入ってくれると心を

開いてくれるのではないかと思います。 

百瀬委員長 
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いろいろご意見がありますが、この中へどう表していくかはむずかしいと思いま

す。 

藤村教育長 

そのような課題も網羅していると解釈していただいてよいと思います。 

丸山次長 

さきほどのお弁当についても、現実には栄養士会の中でキーワードとして取り組

んでいます。すべてを記入するとページも増加しますので、食教育の推進くらいし

か表現できないのが実情です。 

百瀬委員長 

委員が詳細に把握できませんので、どこかで具体的な報告をしていただくことが

いいですね。 

丸山次長 

事務局で工夫していきます。 

百瀬職務代理 

これは、改めて外に出すものではないですね。 

丸山次長 

この資料は、理事者ヒアリング用の資料として作成したものです。さきほどの両

中の件も市長が組合長であり全体が載っています。 

百瀬職務代理 

習熟度についても後の方にあると思いますが、全体をまとめるとこんなところに

なると思います。 

百瀬委員長 

コンパクトにわかりやすくまとまっていると思います。どこかで具体的な説明を

お願いします。 

丸山次長 

中１ギャップについては、新潟県教委が２００３年から２００４年にかけて中学

１年生千人へアンケート調査し、英語の学力ではなく中学校へ行って不登校になる

子どもが１０倍になる状況を分析したものがあります。長野県もその報告書を受け、

加配の先生をつけることになり塩尻市では、楢川中学校に１名加配されました。 

百瀬委員長 

こちらから申請したのではないですか。 

藤村教育長 

いくつか申請し、その中で楢川中が選ばれました。 

丸山次長 

中１ギャップについて、まとめた資料がありますので後日説明します。 

百瀬職務代理 

保護者教育の推進がありますが、前からやっているものですか。 

丸山次長 
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これまではやっていませんが、長男、長女を持つ年長さんの保護者が小学校の授

業や給食を参観し、保育園と小学校との違への心配を軽減していきます。 

百瀬職務代理 

親の教育はいいですね。早寝、早起きもそのように進めて欲しいです。 

岡本委員 

今年の２月の教育委員会で教育委員として今年、取り組みたい内容として系統的

な福祉教育への取り組みをお話ししました。これについては、掲載がありませんが

何か計画はありますか。 

丸山次長 

総合的な学習として各学校の取り組みになると思います。特色ある教育のなかで

取り組みが継続している意味合いで考えていますのでご理解をいただきたいと思い

ます。 

岡本委員 

学校では、先生達も教育に時間を取られていますので、障害者関係のことをご存

じではない状態です。先生達が自分たちで取り組もうと思っても情報が無いのでは

ないかと思います。 

たとえば個人的な関係で手話について先生から頼まれることもあります。障害者

の組織がありますので、その人たちと話しをしていただいて身体、精神、知的障害

についての話を聴くことができるようメニューをそろえて各学校に提示し、学校が

それを選択ができるように障害者団体と学校の橋渡し役を教育委員会がやってもよ

いと思います。 

１６年度に教育委員会の代表として地域福祉の会議に出たときに、障害者の関係

の方から「ぜひ子ども達に福祉教育をやってもらいたい」と話しがありました。今

までは身体障害者の福祉教育が主で精神障害の部分は抜けているので、その拡充と

統一された勉強ができるよう教育委員会としてやっていただけないかと思います。

よろしくお願いします。 

百瀬委員長 

校長会とか研究会などへお願いできるところはありますか。 

藤村教育長 

福祉という形ではないですね。税の教育などいろいろな分野で進めなければいけ

ないのでなかなか難しい状況です。福祉関係は、次長からもありましたがそれぞれ

の学校がカリキュラムの中で年間計画をたて、福祉や環境教育を進めています。学

校の考え方により教育内容の軽重差があり、どこに中心をおいて進めるかは学校教

育目標や学校経営にもかかわる難しさがあります。丘中学校では、足に障害のある

生徒がいますので福祉教育に力を入れてやっています。 

教育委員会でどこまでできるかを検討しなければいけないと思います。確かに福

祉教育は、心を育てる上で欠かすことはできないと思います。 

百瀬委員長 
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金銭教育や租税教育などいろんな分野がありますが、福祉も大事な分野ですね。

校長会などに提案できるよう研究をお願いします。 

こども教育部関係はよろしいですか。（なし） 

それでは、生涯学習部の説明をお願いします。 

神戸次長 

（資料に基づき説明） 

・ 使命を３点掲げた。 

・ 目標中、市立体育館は耐震診断を行い、新体育館建設に向けた市民との検討

会議を秋には開催していく。 

百瀬委員長 

ありがとうございました。質疑等ございましたらお願いします。 

私からですが、予算規模にある住宅新築資金等貸付事業とありますが、どのよう

な内容ですか。 

青木室長 

同和対策事業として実施されてきたものです。 

百瀬委員長 

実施期間はどのようになっていますか。 

青木室長 

貸付金の公債費を償還しており、平成２４年が最終になります。 

百瀬職務代理 

貸付ではなく返済ですね。 

青木室長 

住宅新築資金等貸付事業という名称ですが、今は貸付がなくかつて借りていただ

いた返済を扱っています。 

丸山委員 

使命についてですが、１番で「個性と能力を発揮できる社会」、２番では「能力と

個性を発揮する社会」とあります。意味は分かりますが、２番は「存分に自己実現

できる社会」とか別の言い方の方がよいと思います。「できる」と「する」の違いは、

どのような意味からでしょうか。 

神戸次長 

別に違いはありませんが、「自己を実現する」に置き換えてもよいと思います。総

合計画の中でうたわれた言葉を使用したものです。 

百瀬委員長 

ほかにありますか。（なし） 

先ほどもありましたが、広報にはこのままで掲載しないわけですね。 

丸山委員 

かなりこなれた表現になります。 

百瀬委員長 
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体裁がこども教育部と生涯学習部でちょっと違い、たとえば目標もこども教育部

では「支援」、「教育」とか体現止めとなっていますが、生涯学習部は「ます」とち

ぐはぐです。どこかへ出すなら整えた方がよいと思います。 

藤村教育長 

使命の２番は、「発揮する社会」ではなく「社会で発揮できる力をつける」事だと

思います。 

百瀬委員長 

日本語として通用するように整理してください。 

１時間がたちましたので休憩をとりたいと思いますが、後のボリュームもありま

すので、課長さん方は新規と変更した部分のみ説明をお願いします。休憩の間に考

えておいてください。 

４時１５分まで休憩とします。 

 

（休 憩） 

 

百瀬委員長 

それでは、再開いたします。 

○議事第２号 塩尻市教育委員会基本方針（案）について 

百瀬委員長 

議事第２号、塩尻市教育委員会基本方針案について、こども教育部関係を一括し

てお願いします。 

丸山次長 

（資料に基づき説明） 

・ 基本方針について、昨年、簡略にとご意見をいただいたので明確にした。 

・ 国際理解教育について、本年度の体制を追加した。 

・ 起業家教育を追加した。 

・ 幼年教育を幼保小中高の連携活動とした。 

・ 地域連携に家庭を含め、教育委員会の意見を追加した。 

・ ３の「環境整備・給食」は、給食を削除する。 

中島課長 

（資料に基づき説明） 

・ 基本方針については、昨年と同様とした。 

・ 事業計画では、市内北部地域へ子育て支援センターを新設する。 

・ 元気っ子応援事業は、こども教育部全体の取り組みとする。 

・ 特別保育事業は、具体的に記載することにした。 

・ 保育園施設等整備計画を見直す。 

・ 青少年健全育成は、昨年同様だが大門児童館を新設する。 

・ 青少年補導センターは青少年健全育成と一体のもの。 
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樋口室長 

（資料に基づき説明） 

・ 相談事業は、相談員を充実し系統だった対応をする。 

・ 臨床心理士を設置した。 

・ 不登校等、学校と家庭の連携不足に対応するシルバー相談員とフレンドサポ

ーターの予算をつけ家庭事情に応じて相談にあたる。 

・ 「早寝、早起き、朝ごはん」は、あらゆる手段を用いて啓発活動を推進する。 

・ 家庭教育講演会は、９月１６日に西小学校以外の学校で運動会が開催される

が、陰山先生の日程がとれないため夕方４時半から６時半に実施する。 

百瀬委員長 

ありがとうございました。こども教育部関係で質疑がありましたらお願いいたし

ます。 

全般を通して、基本方針が昨年よりも簡略化されているところと、昨年よりさら

にボリュームが増え、たとえば青少年健全育成では情勢分析が付いています。市民

向けではない教育要覧ですから、情勢分析は付けず３行から５行で表していただけ

ればと思います。いかがですか。 

丸山課長 

部内で精査させていただきます。 

百瀬委員長 

来年は、各課へ何行以内と指定してください。生涯学習部も同様にお願いします。 

個々の内容は、いかがですか。 

岡本委員 

１４ページの重点目標で「青少年づくり」は、青少年は成長する過程の一時期で

すから「づくり」ではなく「育てる」もので、そこから上のステージにいくもので

はないでしょうか。 

百瀬委員長 

そういえば去年もそうなっていましたね。 

岡本委員 

去年もそうでしたが、今年も読んでみますと「人づくり」と言う言葉はあります

が、「こどもづくり」、「青少年づくり」あまりピンと来ないと思いました。 

丸山次長 

「青少年育成」くらいでしょうか。 

岡本委員 

そうですね。その方がよいと思います。 

百瀬委員長 

表現を整えていただくようお願いします。 

百瀬職務代理 

中学生の交流事業で福岡県の柳川市はやりませんか。 
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中島課長 

今年はやりません。 

藤村教育長 

姉妹都市ということでもありませんから。 

百瀬職務代理 

小学生交流の袋井市は、今年もありますが去年の成果はどうでしたか。 

藤村教育長 

楢川村の事業を継続して拡大した事業です。 

中島課長 

交流を深め効果があったと聞いています。 

百瀬職務代理 

今年も同じ内容で行うわけですね。 

中島課長 

そうです。 

百瀬委員長 

ほかにありますか。 

丸山委員 

１３ページの幼年教育に連携活動がありますが、保育士の先生の話を伺いますと

年長でできていたことが、小学校にあがったらできないと思われて幼い動きをさせ

られるような印象があるそうです。年長さんで何でもできるように教え送り出すと、

小学校では一番下の学年で赤ちゃん扱いをされるようなところがあるそうです。そ

うならないよう塩尻市では、連携を取っていく必要があると思います。 

それから、前にノーテレビデイの話しをしましたが、三國シェフも人の話しを聞

けない子どもという話がありました。その前提には、なにかをしながら作業してい

る、家庭の中からテレビなどの音を消して読書に親しむとか、作業するとか家族と

の会話をするとか、そういう機会をぜひつくれるように家庭の日などを利用して、

ノーテレビデイにつながるようなことができたらいいと思います。陰山先生の話は、

大変楽しみにしていますが、読書につなげた取り組みができたらありがたいと思い

ます。 

１５ページの児童館では、「いろいろチャレンジデイ」が実施されますが、東地区

の地域づくり会議で「昔は児童館に男の先生がいて自然体験が豊富にできた」と話

しがありました。地域の人と子ども達のかかわりができにくい理由の一つには、交

流機会がないことがあります。子ども達だけを地域で集めようと思っても、学校行

事などがあってむずかしいので、できれば児童館に子ども達が集まっているときに

職員に自然経験が豊かな男の人とか、そういう方が入って小川などへ連れて行って

くださって、せっかく自然が豊かな塩尻市なので、そういう体験を一緒にできれば

いいと思います。地域も一つのふれあいもできるし、かつ子ども達も自然体験がで

きると思います。児童館の職員配置や施設をもっと見直して、教育支援ボランティ
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アの活用を進めたらどうかなと思いました。 

百瀬委員長 

最初のところでは、ノーテレビデイがどうかと話しがありましたが、１３ページ

でその話しをしたでしょうか。 

丸山委員 

保育園の保護者教育もそうですが、１年生にあがる子どものお母さんの不安感を

取り除いていく時点でも、長時間保育や子どもの寝る時間が少なくなっていること

もあります。そのような不安な材料について、環境を整えることも大事だと注意を

喚起する意味で入れていただけたらと思います。 

百瀬委員長 

それから１５ページの児童館では、男の指導員がボランティアを含めて配置でき

たらということでしたね。 

丸山委員 

そうです。自然経験が豊かな方がよいと思います。 

中島課長 

１３ページでは、元気っ子応援事業のなかで特に保育園、小学校と区切ることな

く、継続して見守り支援をしたいと考えていますので入れていきます。児童館では、

小学校に通っている子どもの相談について、学校と保育園、保護者との三者の連携

を取り関係者が協力しながら進めてまいります。 

また、１５ページの児童館では、市内に２人の男性厚生員がいますが、保育士が

多いために自分の目の届く範囲の遊びが多いこともございますので、ご提言の地域

の自然や人の活用を考えていきます。 

岡本委員 

１１ページの総合的な学習の推進ですが、（エ）の日本語学級は総合的な学習には

いるものでしょうか。 

小島担当課長 

総合的な学習に国際理解教育を位置づけましたので、その中で外国からの子ども

と相互に理解が進むよう含めたものです。 

岡本委員 

総合的な学習を幅広くとらえるということですね。 

小島担当課長 

総合的な学習が幅広い取り組みですから、市教育委員会としても重点的に対応す

る意味合いからここに位置づけました。 

百瀬委員長 

開設はどこの学校でしたか。 

小島担当課長 

桔梗小学校、広丘小学校です。 

藤村教育長 
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中学校では、広陵中学校にホットサポーターが配置されています。 

百瀬委員長 

開設は、毎年新しく設置される印象がありますが、継続しているわけですね。 

小島担当課長 

はい。 

百瀬委員長 

ほかはよろしいでしょうか。 

岡本委員 

１３ページの元気っ子応援プログラムに「お子さんの不得意な分野を伸ばす」と

ありますが、「不得意な分野」とはどのようなことですか。 

樋口室長 

人間には、それぞれでこぼこがあります。それが社会生活、集団生活をする上で

不便がなければ修正する必要が無く、人間関係を形成していく上で不便なこと、困

ることであれば応援していく事業です。いい言葉が見つからずに皆で考えた表現が

「不得意な分野」ですが、良い言葉がありましたらお願いします。 

岡本委員 

わかりました。 

丸山委員 

１１ページの国際理解教育について、犬山市におじゃましたときに先生が扱う教

科書を市がつくって、それに基づいて教えていました。何回か市内の中学校の英語

の授業を観ましたが、ＡＥＴの先生が隣に立ち発音するときに「言って」と言われ

て話し、ＡＥＴの先生が独自に授業を展開している様子ではありませんでした。事

業計画に「配置し活用を進める」とありますので、どのように活用し子ども達が英

語を身につけていくのかがあったほうがよいと思います。学校や先生によって差が

あると思いますが、そのような差を埋めることができればと思いました。 

小島担当課長 

塩尻市では、教科書をつくるところまではいっていませんが、ＡＥＴの活用を進

めるために委員会を設けて学習指導要領に基づきながらも子どもへの良い影響を与

えるよう対応しています。単にＡＥＴを配置し、学校任せとしないことで良い実績

も見られるなどと活用されていると考えています。事業計画の「配置活用」は、委

員会の中で研究を深めさらに活用したいと思います。 

小学校では、別に中学校の先生にも入っていただいた協議会を設けて、中学校に

つなげる英語活動のあり方を相談しながら進めます。こちらでは、ＡＥＴが主体と

なって子ども達にかかわれるよう考えています。 

百瀬委員長 

いずれも研究会で研修を含めて進めるわけですね。 

小島担当課長 

はい。 
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百瀬職務代理 

家庭教育室の相談件数からみると、一日に３件ほどの対応をしており相談員の先

生の方が増えて充実されると思いますが、たとえば青少年健全育成にも少年相談が

ありますので件数や内容によっては一緒にはできないものですか。 

樋口室長 

家庭教育室の相談は、１８ページの実件数が３００件あまり、延べ件数が 1081

件になりますが、青少年関係は居場所の中で相談にのるかたちで相談員が指導にあ

たっています。家庭教育室は、個別対応をしている状況です。 

百瀬職務代理 

少年相談は、内容的に専門の先生を必要とするものですか。 

樋口室長 

少年相談の場合も難しい問題については、関係する職員が集まってケース検討を

し、誰がどのような対応をするか決めてあたっています。 

百瀬職務代理 

青少年相談と補導センターの相談件数は年間どのくらいですか。 

中島課長 

青少年相談と補導センターの相談は同じものです。件数は、手元に把握していま

せんが、個々の相談のほか青少年補導委員の方々や地域の方々からの環境問題を含

めた対応をしています。 

百瀬職務代理 

民生委員が入っているのもそれですか。 

中島課長 

そうです。含めて指導しています。直接家庭からの相談もありますが、地域の方、

推進員の方からの相談が主な内容になっています。個々の相談、家庭環境の相談が

ありますと、家庭教育室を一緒にあたっています。 

百瀬職務代理 

家庭教育室も相談員の先生がそろっているので、かかわっていただけたらいいで

すね。 

百瀬委員長 

相談件数は、データとしてまとめていますか。 

中島課長 

まとめています。 

百瀬委員長 

昨年度の状況などについて、またの機会に教えてください。 

中島課長 

わかりました。 

丸山委員 

１１ページの「家庭、地域連携」ですが、「家庭の経済的負担の軽減をはかります」
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は、具体的にはどのようなことを進めますか。 

小島担当課長 

今月の校長会と前回ご提案いただいた際に、教材関係の見直しを中心に進めてい

ただくようお願いしております。また、別件ですが冬場のスカートをどうしていく

かについても今年度の中で対処していただくようにしました。お願いしたばかりで

すので、実際には進んでおりませんが今年の教材から考えていただくと言うことで

作業を進めていただいております。 

藤村教育長 

特別に委員会をつくってやるよう指示しました。たとえばスカートの問題は、教

育センターが事務局となって校長、教頭、養護の先生を交えた検討委員会で検討し

ていきます。教材費については、各学校でできるところからやるように指示してい

ます。 

丸山委員 

先ほども申し上げましたが、学習不安を抱えた子ども達が塾に通っています。そ

れもかなり経済的負担になっていますので、どれくらいの子どもが塾に通っている

かを調査していただいて、もし学習不安があるのであれば対処する方法を考えてい

ただきたいと思います。 

百瀬委員長 

通塾度調査ですね。今までの調査でありましたね。 

丸山課長 

学校基本調査で項目があるかと思います。 

百瀬委員長 

ほかはよろしいですか。（なし） 

それでは、生涯学習部関係お願いします。 

白木課長 

（資料に基づき説明） 

・ 「生涯学習プランⅡ」の策定推進をする。 

・ 自然体験活動教室は、４月から１２月へ期間を拡大し回数を増やした。 

・ 「塩尻学びの道」は、合併特例債事業として楢川地区を含めて作成する。 

・ 「しおじり２１」は、中学校版を隔月から毎月に充実する。 

・ 芸術文化では、春の文化展を塩尻市民芸術祭とした。 

・ 舞台発表は、レザンホールからこちらに移行した。 

・ 塩尻市文化会館を指定管理者運営とした。 

・ 市の芸術文化組織は、教育委員会の意見を聴きながら設立を進めたい。 

・ 文化財では、基本方針中の件数を４月１９日に蒔絵の無形文化財保持者、加

藤鐵雄さんが亡くなったので現在は８０件となる。 

・ 町並み保存事業にスペースを割いて掲載した。 

・ 文化財監視事業で市のパトロールを実施する。 
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・ 島崎家住宅の屋根修理は、文化庁の補助決定を待っている。 

・ 「重文民家の会」は、昨年立ち上げたので一層充実していく。 

・ 公民館事業は、基本方針をわかりやすく改めた。 

・ 学社連携学校開放は、社会教育の臨時職員を配置換えして対応する。 

・ 天体観測ドームを設置する。 

・ 自然博物館は、基本方針が長いが館長の想いが記載されている。 

・ 昆虫から動植物に重きを置いて計画している。 

・ カブトガニ展示を大きな事業に位置づけている。 

・ 入場者数を拡大し活用を図る。 

・ 楢川地区文化施設は、食文化体験講座を新設する。 

・ 館長不在を解消し女性館長を漆器館に置く。 

小澤館長 

（資料に基づき説明） 

・ 基本方針は昨年同様 

・ 短歌フォーラムは、２０回記念プレイベントを実施し、８月２７日はＮＨＫ

公開録画が行われる。 

・ 選者を３名から５名に拡大している。 

・ 企画、特別展は新しいものを計画している。 

小林館長 

（資料に基づき説明） 

・ 遺跡公園のオープンにともないさまざまな講座、企画展を計画した。 

・ 遺跡を活用するイベントを計画している。 

・ 小中学生の友の会活動を進める。 

・ ガイダンス棟を建設する。 

・ 本洗馬歴史の里は、昨年同様の事業を計画している。 

竹原課長 

（資料に基づき説明） 

・ 基本方針は、ＮＰＯ法人塩尻市体育協会について、活動支援から連携に変更

した。 

・ 重点目標では、項目ごとの内容を追加した。 

・ 事業計画は、昨年度のＮＨＫラジオ体操を除き従来の行事計画とした。 

・ スポーツ教室は、新たに６５歳以上の市民がとりくみやすい「パドルジャー

クス体操」を加えた。 

・ 施設整備では、市立体育館関係を記載してないが今後の流れに沿って対応し

たい。 

神戸館長 

（資料に基づき説明） 

・ 重点目標の８～１０が新規で３年半後には新しい図書館ができるため、準備
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期間として位置づけている。 

・ 古田晁記念館は、開館、生誕記念年度であり、展示、文学サロンを充実する。 

山田課長 

（資料に基づき説明） 

・ 基本方針に基本計画の見直しを加えた。 

・ 事業計画では、憲法２４条の草案づくりに関わったアメリカのベアテ・シロ

タ・ゴートンを描いた映画の上映会を実行委員会により行う。 

・ 楢川地区トークアンドコンサートを実行委員会により実施し一層の取り組み

をする。 

・ 企業フォーラムをシンポジウム形式で開催する。 

・ 市民の集いは、こども課、男女共同参画課、人権推進室で順に対応しており、

今年度はこども課が担当する。 

青木室長 

（資料に基づき説明） 

・ 他の会議等の資料と併用しているため、基本方針が長いが調整する。 

・ 新規事業では、集会所の雨水排水修繕を実施する。 

百瀬委員長 

それでは、質疑等をお願いします。 

岡本委員 

２０ページの「文化財ガイドボランティア養成講座」は、新規事業ですか。どの

ような内容の講座でしょうか。 

白木課長 

１７年度から実施しているもので、「しおじり学びの道」の改訂版作成へのご協力

もいただき、市の文化財について知りたい方に教えられる人を育てます。１７年度

では、「学びの道小さな旅」として中山道を歩く講座を開催しました。 

岡本委員 

養成講座は、何日くらいの講座でしょうか。 

白木課長 

実際に歩く講座では、４日間を計画しており、改訂版作成にはもっと日数をかけ

る予定です。 

百瀬委員長 

２１ページの重点目標３番に「市民芸術文化の活性化」がありますが、文化の活

性化は文化活動ではないですか。２番にも「文化団体の育成」がありますがこれと

は違う内容ですか。 

白木課長 

３番は、文化振興事業団との連携をとっていくものです。 

百瀬委員長 

２２ページの文化振興事業団の（３）は、「指定管理者として」の意味がよく分か
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りませんが。 

武居部長 

文化振興事業団が指定を受けたことをいっていますが、市の立場では適正な管理

をしてもらわなければいけませんから表現を工夫します。 

丸山委員 

地域づくりの会議で地域の人は学校に入りたい希望がありますが、学校側がなか

なか受け入れてくれないとの声があります。学校側は、受け入れる体制になってい

るかどうか。また、アイデアとして出されましたが学校に空き教室があれば、そこ

で地域の人たちが常時子ども達とふれあう場所とするような学校開放を進めてもよ

いのでなないかと思います。学校の校区講演会などで区長さんなどが話しをしに行

きますが、本当に形ばかりで実際に地区の子ども達とふれあう機会はありません。

具体的な方法は、他にもあると思いますが地域の意見としてお伝えしておきます。 

２６ページの「エルネット」は、文科省のシステムだと思いますが、以前は受信

機などの環境が整わないと見られないと言うことでした。塩尻市では、どの学校で

も公民館でも見られると言うことですか。 

白木課長 

現在、見ることができるのは、社会教育課の事務所内だけです。 

丸山委員 

エルネットには、学校の子ども達が活用できるものが入っていますので、子ども

達も利用できるのかと思いました。 

白木課長 

項目として掲載しましたが、実際に活用するにはなかなか難しいです。内容を長

時間観て、必要な部分を探してビデオにとって利用する方法になると思います。 

百瀬委員長 

３０ページの「協力会」は、正式な名称で記載した方がよいと思います。 

４１ページの図書館の重点目標は、図書館基本計画を最初にして構成した方がい

いですね。順番を整理してください。 

ほかにありますか。 

丸山委員 

３９ページですが、高齢者の健康づくりにかかわる事業がありますので、重点目

標として掲げた方がよいと思います。 

竹原課長 

１番の健康体力づくりで包括していますが表現を工夫します。 

百瀬職務代理 

３６ページの「友の会」は、何人くらいいますか。 

小林館長 

約１００人くらいです。小学生がほとんどで、常時来る子どもは４０人ほどです。 

百瀬職務代理 



22 ／ 25 

市内の子どもだけですか。 

小林館長 

市内全域と一部に松本市などの子どもが入っています。 

百瀬職務代理 

今も募集していますか。 

小林館長 

今の状態で手一杯なため募集はかけていませんが、友だちを連れてくる子どもも

いますので随時入っています。ガイダンス棟ができれば、居場所ができますのでも

う少し日常的な活動ができると思います。 

百瀬職務代理 

わかりました。 

百瀬委員長 

ほかにございますか。（なし） 

はい、それでは基本方針については、文言上の整理をしていただくこととして確

定としたいと思います。 

委 員 

異議なし。 

百瀬委員長 

それでは、議事については、以上で終了いたします。５番その他へ移ります。 

 

５ その他 

○その他第１号 平成１８年度「こんにちは教育委員会」について 

百瀬委員長 

その他第１号、平成１８年度「こんにちは教育委員会」について、事務局から説

明をお願いします。 

小島担当課長 

（資料に基づき説明） 

・ 臨時定例教育委員会に資料を提出しているが、訂正したので４８ページの資

料でお願いしたい。 

・ これまで実施した中では課題もあり、新年度はこれらについて工夫しながら

実施したい。 

・ 検討事項にそって計画を立てたいので、事務局へお考えをご連絡いただきた

い。 

百瀬委員長 

「こんにちは教育委員会」は、事務局へお気づきの点をご連絡いただくことでよ

ろしいでしょうか。 

委 員 

異議なし。 
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○その他第１号 贄川小学校の後利用について 

百瀬委員長 

その他で１件追加がありました。お手元に追加資料がありますが、その他第２号、

贄川小学校の後利用について、事務局から説明をお願いします。 

赤羽部長 

（資料に基づき説明） 

・ 追加資料にかっこ書きで企画課となっているが、そちらで進めているので私

から報告させていただく。 

・ 今朝の信濃毎日新聞に報道があったが、市で発表した内容ではなく創造学園

への取材により報道されたもの。 

・ 後利用は、庁内の検討チームが協議を進め、保育園、少年自然の家、民間利

用を案としている。 

・ ３月に資料にある民間から２件の提案があったのでその内容を報告する。 

・ 平成会は桔梗ヶ原病院関連 

・ 創造学園は、大学と高校を運営し、松本の塚原青雲高校を引き継いでいる。 

・ 本日、楢川地域審議会、市議会福祉教育委員会、同全員協議会にこの内容が

報告されている。 

・ 保育園、少年自然の家の別途検討は、並行して検討していくものではないと

説明があった。 

・ 提案は、民間からであり早い回答が求められているので、６月には方向性を

出していく方針 

・ 提案の施設に用途変更する場合は、地域再生計画を策定する必要がある。 

・ 計画策定により有償での貸与ができなくなり無償貸与となるが、文科省建設

補助金の返還、起債の繰り上げ償還が不要となる。 

・ 教育委員会に現在の状況として報告するもの。 

藤村教育長 

一つ付け加えますが、この二つの提案を軸に検討していくことになります。した

がって今までの少年自然の家、保育園は切り離す事になります。どちらかに絞って

いく方向で進めることになります。市議会にもそのように話しがされています。 

百瀬職務代理 

補助金の額は。 

赤羽部長 

補助金が３億、起債が４億円です。 

百瀬委員長 

無償貸与の期間はどの程度ですか。 

赤羽部長 

契約期間を１０年とするか１５年、２０年とするか、それはちょっとわかりませ

ん。 
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藤村教育長 

教育委員会の立場としては、「少年自然の家が必要だ」と市議会で私が答弁してい

ますから、これからも設置を要望していくこととしています。今日の全員協議会で

もその点を議員から確認されました。 

百瀬委員長 

ありがとうございました。それでは、その他を終わります。 

この際、委員の皆さんから何かございましたらお願いします。（なし） 

 

６ 閉 会 

百瀬委員長 

はい、それでは以上で４月の定例教育委員会を閉じることといたします。どうも

ありがとうございました。 

 

○ 午後５時４０分に閉会する。 

以上 
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25 ／ 25 

 


